
�
�
は
じ
め
に

本
稿
は
、
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
海
軍
が
空
母
四
隻
撃
沈
な
ど
の
大
打

撃
を
受
け
、
共
同
作
戦
を
実
施
し
て
い
た
陸
軍
の
作
戦
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
・
レ
イ
テ
沖
両
海
戦
を
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
。

両
海
戦
に
お
け
る
海
軍
か
ら
陸
軍
へ
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行

研
究
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
野
村
実
「
太
平
洋
戦
争
下
の
『
軍
部
独
裁
（
１
）』」

は
、「
陸
軍
に
は
海
軍
の
情
報
が
入
ら
ず
、
海
軍
に
は
陸
軍
の
情
報
が
入
ら
な
い

の
が
実
情
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
つ
い
て
は
戸

部
良
一
『
逆
説
の
軍
隊
（
２
）』
が
、「
陸
軍
当
局
者
に
は
敗
戦
の
事
実
は
伝
え
ら
れ
て

も
、
敗
戦
の
規
模
と
実
態
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
味
方
の
敗
戦
の
実
態

を
知
ら
な
け
れ
ば
、
効
果
的
な
戦
争
指
導
は
無
理
で
あ
っ
た
」
と
し
、
海
戦
の
具

体
的
な
内
容
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
他
方
、
レ
イ
テ
沖
海
戦

に
つ
い
て
は
、
有
末
精
三
『
政
治
と
軍
事
と
人
事
（
３
）』
は
「
殊
に
陸
海
軍
間
の
相
互

不
連
絡
が
比
島
決
戦
作
戦
方
針
の
大
変
更
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
、
レ
イ
テ
島
決
戦
失

敗
の
主
要
な
原
因
と
な
っ
た
」
し
、
高
山
信
武
『
参
謀
本
部
作
戦
課
（
４
）』
も
「
海
軍

が
（
中
略
）
敵
空
母
は
全
滅
せ
り
と
通
報
し
て
陸
軍
の
作
戦
を
誤
ま
ら
せ
、
比
島

決
戦
を
惨
敗
に
終
ら
せ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
有
末
と
高
山
は
共
に
旧
陸
軍
軍
人

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
海
軍
が
陸
軍
に
情
報
を
伝
え
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
陸
軍
の
作

戦
が
失
敗
し
た
、
と
い
う
見
方
が
い
わ
ば
通
説
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
私
は
、
当
時
作
戦
指
導
を
行
う
立
場
に
あ
っ
た
陸
軍
上
層
部
の
回
想
に

こ
う
し
た
見
方
が
出
て
こ
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
疑
問
を
持
っ
た
。
そ
こ
で
、
陸

軍
で
作
戦
指
導
な
ど
の
実
務
を
こ
な
し
て
い
た
参
謀
本
部
作
戦
部
長
の
日
記
を
中

心
に
、
史
料
を
読
み
進
め
た
。

以
下
、
海
軍
か
ら
陸
軍
へ
の
情
報
伝
達
の
実
態
と
、
陸
軍
に
よ
る
情
報
統
制
の

あ
り
方
の
二
点
を
検
討
し
た
い
。

第
一
は
、
太
平
洋
戦
争
期
は
も
と
よ
り
開
戦
以
前
に
お
い
て
さ
え
海
軍
か
ら
見

た
「
陸
軍
の
動
員
、
物
資
の
不
法
奪
取
（
５
）」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
太

平
洋
戦
争
期
の
陸
海
軍
間
の
対
立
を
過
度
に
強
調
す
る
傾
向
が
従
来
見
ら
れ
た
が
、

陸
軍
に
よ
る
海
戦
情
報
入
手
と
そ
の
後
の
意
志
決
定

―
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
・
レ
イ
テ
沖
両
海
戦
―

井

上

陽

介

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
四
号

二
〇
一
〇
年
三
月
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そ
れ
は
共
同
作
戦
を
実
施
す
る
際
に
お
い
て
も
、
情
報
の
共
有
す
ら
出
来
か
ね
る

状
況
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
二
は
、
陸
軍
中
枢
は
知
り
得
た
情
報
を
ど
の
程
度
隷
下
の
軍
人
に
伝
え
て
い

た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
仮
に
海
軍
か
ら
陸
軍
中
枢
に
情
報
提
供
が
な
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
陸
軍
中
枢
が
情
報
統
制
を
行
っ
て
し
ま
え
ば
、
隷
下
の
軍
人
が

情
報
を
得
る
こ
と
は
出
来
ず
、
海
軍
が
陸
軍
に
情
報
を
伝
え
な
か
っ
た
と
誤
解
す

る
可
能
性
が
高
い
。
陸
軍
内
部
の
情
報
統
制
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。

尚
、
本
稿
最
後
に
年
表
、
組
織
図
と
各
海
戦
時
の
主
要
官
職
在
任
者
を
示
し
た

表
を
掲
載
し
た
の
で
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
史
料
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
片
仮
名

を
平
仮
名
に
改
め
適
宜
句
読
点
を
補
い
、
引
用
者
注
は
〔

〕
で
あ
ら
わ
し
た
。

�
�
軍
令
部
の
情
報
入
手

海
戦
の
情
報
は
軍
令
部
か
ら
参
謀
本
部
に
伝
達
さ
れ
る
の
で
、
軍
令
部
が
ど
の

よ
う
に
情
報
を
得
て
い
た
の
か
を
見
た
上
で
、
軍
令
部
が
参
謀
本
部
に
齎
し
た
情

報
を
見
て
み
た
い
。
現
地
か
ら
軍
令
部
に
上
達
さ
れ
な
け
れ
ば
参
謀
本
部
へ
の
伝

達
が
な
さ
れ
る
筈
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
は
軍
令
部
が
入
手
し
た
情
報
の
正

確
性
と
そ
の
即
時
性
と
を
見
て
み
た
い
。

（
１
）
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
は
六
月
五
、
六
日
に
赤
城
、
蒼
龍
、
飛
龍
、
加
賀
の
四

空
母
が
沈
没
、
最
上
は
大
破
、
同
様
に
大
破
し
た
三
隅
は
日
本
側
か
ら
は
最
後
は

誰
も
見
と
ど
け
て
い
な
い
状
態
で
七
日
に
沈
没
し
た
。
こ
う
し
た
情
報
を
軍
令
部

は
ど
の
程
度
入
手
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
、
軍
令
部
員
（
第
一
部
第
一

課
）
と
大
本
営
海
軍
部
参
謀
を
務
め
て
い
た
高
松
宮
宣
仁
親
王
の
日
記
（
６
）

と
軍
令
部

員
（
第
一
部
第
二
課
）
金
岡
知
二
郎
中
佐
の
日
記
（
７
）
に
記
さ
れ
た
被
害
を
纏
め
る
と

表
１
（
次
頁
）
の
よ
う
に
な
る
。『
高
松
宮
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
第
一
航
空
艦
隊

な
ど
か
ら
の
無
線
通
信
に
よ
り
、
ほ
ぼ
即
時
に
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
は
軍
令
部
は
被
害
を
受
け
た
艦

艇
に
関
す
る
情
報
を
適
宜
得
て
い
た
と
い
え
る
。

（
２
）
レ
イ
テ
沖
海
戦

次
に
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
レ
イ
テ
沖
海
戦
の
被
害
を
纏

め
る
と
表
２
（
一
八
六
頁
）
の
様
に
な
る
。
但
し
煩
雑
と
な
る
の
で
戦
艦
、
航
空

母
艦
、
巡
洋
艦
の
被
害
に
限
定
し
た
。

�
中
澤
佑
軍
令
部
第
一
部
長
ノ
ー
ト

軍
令
部
が
得
た
情
報
の
全
容
に
つ
い
て
直
接
知
る
こ
と
は
史
料
の
制
約
上
難
し

い
が
、
ま
ず
は
当
時
、
軍
令
部
第
一
部
長
を
務
め
て
い
た
中
澤
佑
が
記
し
た
「
中

沢
軍
令
部
第
一
部
長
ノ
ー
ト

戦
況
第
六
（
８
）」
を
確
認
し
た
い
。
こ
れ
を
纏
め
た
の

が
表
２
で
あ
る
。
不
充
分
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
空
母
四
隻
の
沈
没
を
除
け
ば
、

沈
没
し
た
艦
艇
に
関
し
て
は
、
全
て
被
害
報
告
が
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
尚
、

表
２
に
は
記
さ
な
か
っ
た
が
、
千
歳
と
多
摩
が
落
伍
し
た
等
、
空
母
に
関
し
て
も

被
害
情
報
は
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ノ
ー
ト
に
は
空
母
四
隻
沈
没
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
四
空
母
沈
没
の
報
を
上
奏
書
に
よ
り
確
認
し
た
い
。

�
上
奏
書

当
時
の
内
大
臣
木
戸
幸
一
の
戦
後
の
回
想
に
よ
れ
ば
「
統
帥
部
と
し
て
は
戦
況

は
仮
令
最
悪
な
も
の
で
も
包
ま
ず
又
遅
滞
な
く
天
皇
に
は
御
報
告
申
上
て
居
っ

た
（
９
）

」
と
さ
れ
る
。
大
本
営
海
軍
部
に
よ
る
上
奏
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
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（
表
２
（
１０
））。
上
奏
書
か
ら
四
空
母
沈
没
に
関
し
て
は
二
八
日
に
上
奏
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

上
奏
日
時
（
１１
）

二
三
日
一
〇
三
〇

青
葉
航
行
不
能

二
四
日
〇
九
〇
〇

高
雄
、
昨
日
被
雷

君
川
丸
〔
海
軍
貨
物
船
〕
沈
没

二
五
日
〇
九
〇
〇

武
蔵
・
第
二
戦
隊
〔
山
城
、
扶
桑
、
最
上
〕・
若
葉
沈
没

最
上
大
破
炎
上

大
和
・
長
門
・
矢
矧
、
清
霜
被
害

妙
高
被
雷

二
六
日
〇
八
一
五

鈴
谷
・
秋
月
沈
没

最
上
総
員
退
去

第
一
遊
撃
部
隊
別
働
隊
〔
第
二
戦
隊
、
山
雲
、
満
潮
、
朝

雲
〕（
時
雨
以
外
）
沈
没

鳥
海
・
筑
摩
・
熊
野
相
当
の
被
害

筑
摩
、
鳥
海
落
伍

（
野
分
、
藤
波
が
護
衛
）

千
歳
・
多
摩
落
伍

瑞
鶴
通
信
不
能

長
官
は
大
淀
に
移

乗

阿
武
隈
損
傷

二
七
日
〇
九
〇
〇

能
代
・
阿
武
隈
・
鬼
怒
・
浦
波
沈
没

熊
野
一
時
航
行
不

能

沖
波
損
害
軽
微

二
八
日
〇
八
三
〇

瑞
鶴
・
瑞
鳳
・
千
歳
・
千
代
田
・
秋
月
沈
没
、
多
摩
被
雷

但
し
、
山
田
朗
氏
の
『
昭
和
天
皇
の
軍
事
思
想
と
戦
略
（
１２
）』
に
も
同
様
の
表
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
一
〇
月
二
三
日
「
愛
宕
沈
没
、

摩
耶
轟
沈
」
が
記
さ
れ
て
い
る
な
ど
内
容
に
誤
り
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
山
田

朗
氏
の
主
張
す
る
「
実
際
に
沈
没
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
皇
へ
の
報
告
で
言

及
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
駆
逐
艦
二
隻
だ
け
で
あ
る
（
１３
）
」
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
無
く
、

表１ ミッドウェー海戦（１９４２年６月）

史料F

７

７

７

７

７

１２

＊数字はその艦に関する情報を入手したとされる日付を表す
＊「＠」は五日項に記載があるが、六日或いは七日に記載されたと見られる
＊『高松宮日記』記載の五日と推定される電報には「「飛龍」は総員退去」、
六日と推定される電報には「聨合艦隊「赤城」を処分すべく下令す」とあり
六日の時点で両者の沈没を充分に予測出来たと見られる

＊以下の史料より作成

史料A：『高松宮日記』に記載されている電報の日付
史料B：「金岡知二郎海軍少将日記抄」
史料C：「井本日誌」
史料D：「参謀本部第一部長田中新一中将業務日誌 七分冊の四」
史料E：「田中新一中将回想録 その二」
史料F：「大東亜戦争作戦記録 其六」

史料E

７

７

７

７

７

史料D

＠

＠

＠

＠

１２

１２

史料C

６

６

６

６

史料B

６

６

６

６

史料A

５

５

７

７

７

７

９

被害

沈没

沈没

雷撃処分

雷撃処分

大破

大破

消息不明

艦種

航空母艦

航空母艦

航空母艦

航空母艦

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

艦名

蒼龍

加賀

赤城

飛龍

最上

三隅

三隅

５日

６日

７日
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表２ レイテ（比島）沖海戦（１９４４年１０月）

史料�
２３

２４

２５

２５

２５

２５

２５

２８

２８

２８

２８

２５

２５

２６

２５

２６

２６

２６

２６

２７

２７

２７

＊数字はその艦に関する情報を入手したとされる日付を表す
＊複数日に渡り損傷を受けたものは最初に損傷を受けた日のみ記載した
但し、後に沈没した艦は沈没の日のみ示した

＊以下の史料より作成

史料�：「豊田副武海軍大将日誌」
史料�：「中沢軍令部第一部長ノート 戦況第六」
史料�：「眞田穣一郎少将日記」
史料�：「奏上書」

史料�
２３

２３

２３

２３

２４

２４

２４

２４

２４

２４

２７

２７

２７

２７

２６

２６

２６

２６

２５

２６

２６

２５

２５

３０

２６

２７

史料�
２３

２３

２３

２３

２４

２４

２４

２４

２４

２５

２５

２６

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２６

２６

２６

史料�
２３

２３

２３

２３

２４

２４

２４

２４

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２６

２６

２５

２６

２７

被害

航行不能

沈没

航行不能

沈没

沈没

損傷

損傷

損傷

損傷

損傷

沈没

沈没

沈没

沈没

沈没

沈没

沈没

雷撃処分

雷撃処分

消息不明

消息不明

損傷

損傷

損傷

損傷

損傷

損傷

損傷

沈没

沈没

沈没

艦種

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

戦艦

戦艦

戦艦

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

航空母艦

航空母艦

航空母艦

航空母艦

戦艦

戦艦

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

戦艦

戦艦

戦艦

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

巡洋艦

艦名

青葉

愛宕

高雄

摩耶

武蔵

大和

長門

妙高

矢矧

利根

千歳

千代田

瑞鶴

瑞鳳

扶桑

山城

鈴谷

最上

鳥海

筑摩

多摩

金剛

榛名

伊勢

熊野

羽黒

大淀

那智

能代

阿武隈

鬼怒

２３日

２４日

２５日

２６日
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そ
れ
故
「
天
皇
へ
の
上
奏
は
艦
艇
の
損
害
の
速
報
と
い
う
点
で
ほ
ぼ
正
確
だ
っ

た
」
と
い
う
氏
の
指
摘
に
は
疑
問
が
残
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
戦
艦
、
巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
に
関
す
る
沈
没
、
航

行
不
能
、
落
伍
、
及
び
航
空
母
艦
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
小
澤
部
隊
所
属
の
艦
船

も
含
め
て
そ
の
多
く
が
、
当
日
、
或
い
は
翌
日
に
は
軍
令
部
が
情
報
を
入
手
し
上

奏
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
二
五
日
の
空
母
四
隻
沈
没
に
関
し
て
だ
け
は
上
奏
さ

れ
た
の
が
二
八
日
と
三
日
間
も
の
差
異
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
理
由
に

関
し
『
戦
史
叢
書
』
は
、
軍
令
部
が
レ
イ
テ
沖
海
戦
に
出
撃
し
た
空
母
四
隻
の
沈

没
を
知
っ
た
の
は
、
二
七
日
正
午
に
小
澤
中
将
が
奄
美
大
島
に
帰
投
（
１４
）
し
た
後
の
こ

と
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
し
て
い
る
（
１５
）
。

そ
れ
故
、
二
七
日
九
時
の
「
戦
況
に
関
し
御
説
明
」
で
は
空
母
四
隻
沈
没
に
関

し
て
触
れ
得
ず
、
翌
二
八
日
八
時
三
〇
分
に
初
め
て
奏
上
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
何
故
、
軍
令
部
へ
の
情
報
伝
達
は
二
七
日
正
午
以
降
と
遅
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

�
四
空
母
沈
没
情
報
伝
達
遅
延

小
澤
部
隊
の
一
隻
、
日
向
の
艦
長
で
あ
っ
た
野
村
留
吉
が
著
し
た
「
比
島
沖
海

戦
中
の
日
誌
（
１６
）
」
一
〇
月
二
五
日
項
に
は
「
今
朝
瑞
鶴
に
あ
り
し
長
官
旗
は
今
大
淀

に
あ
る
も
堂
々
た
る
空
母
４
隻
は
今
や
な
し
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
小
澤
部
隊
の

一
隻
で
あ
る
日
向
は
四
空
母
が
沈
没
し
た
二
五
日
当
日
に
情
報
を
得
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
第
一
機
動
部
隊
長
官
兼
第
三
機
動
部
隊
司
令
長
官
で
あ
っ
た
小

澤
治
三
郎
中
将
は
大
淀
に
移
乗
し
た
当
の
本
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
澤
が
空
母

四
隻
沈
没
を
当
日
に
知
り
得
た
こ
と
は
確
実
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は

何
故
、
軍
令
部
に
情
報
が
伝
達
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
時
、
北
東
方
面
艦
隊
参
謀
兼
第
十
二
航
空
艦
隊
参
謀
第
五
艦
隊
参
謀
北
方
軍

参
謀
で
あ
っ
た
藤
田
菊
一
大
佐
の
日
記
二
五
日
項
に
は

「
本
日
中
同
隊
〔
小
澤
の
機
動
部
隊
〕
よ
り
は
何
等
戦
斗
に
関
す
る
電
報
を

見
ず
。
唯
、
早
朝
敵
機
の
触
接
を
受
け
た
る
こ
と
（
１７
）と
後
刻
旗
艦
を
大
淀
に
変
更

せ
る
こ
と
を
報
じ
た
る
の
み
（
１８
）」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
四
空
母
が
沈
没
し
た
二
五
日
、
少
な
く
と
も
藤
田
が
日
記
を

記
し
た
時
刻
ま
で
に
は
「
早
朝
敵
機
の
触
接
を
受
け
た
る
こ
と
と
旗
艦
を
大
淀
に

変
更
」
し
た
こ
と
以
外
に
「
戦
斗
に
関
す
る
電
報
」
が
無
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
少
な
く
と
も
「
旗
艦
を
大
淀
に
変
更
」
し
た
こ
と
を
告
げ
る
電
報
以
前
に
被

害
に
関
す
る
電
報
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
当
時
、
戦
艦
大
和
乗
組
み

の
暗
号
士
で
あ
っ
た
小
島
清
文
が
二
五
日
の
状
況
と
し
て
戦
後
に
記
し
た
「
そ
れ

ま
で
全
く
消
息
不
明
だ
っ
た
小
沢
艦
隊
か
ら
一
通
の
電
報
が
飛
び
込
ん
で
来
た
。

十
二
時
過
ぎ
で
あ
る
。「
旗
艦
を
大
淀
に
移
譲
、
な
お
交
戦
中
（
１９
）」」
と
い
う
一
文
か

ら
傍
証
で
き
る
。

つ
ま
り
、
空
母
が
沈
没
し
た
二
五
日
、
少
な
く
と
も
藤
田
が
日
記
を
記
し
た
時

刻
ま
で
に
、
小
澤
の
機
動
部
隊
が
発
電
し
た
の
は
、「
旗
艦
を
大
淀
に
移
譲
、
な

お
交
戦
中
」
と
い
う
趣
旨
の
電
報
だ
け
で
、
空
母
四
隻
の
沈
没
を
告
げ
る
も
の
は

無
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
一
方
で
、
当
時
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
で
あ
っ
た
豊
田
副
武

の
日
記
、「
豊
田
副
武
海
軍
大
将
日
誌
」
の
一
〇
月
二
五
日
項
に
は
「
Ｋ
ｄ
Ｍ
Ｂ

空
母
全
滅
（
瑞
鶴
、
瑞
鳳
、
千
代
田
、
千
歳
（
２０
））」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
後

述
す
る
よ
う
に
当
時
豊
田
は
日
吉
に
あ
っ
た
聯
合
艦
隊
司
令
部
に
勤
務
し
て
い
た
。

尤
も
、
日
記
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
当
日
書
い
た
も
の
で
あ
る
の
か
後
日
纏
め

て
書
い
た
も
の
で
あ
る
の
か
判
断
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
為
、
他
の
史

料
か
ら
も
日
吉
の
聯
合
艦
隊
司
令
部
に
空
母
四
隻
沈
没
の
情
報
が
入
っ
た
日
時
に

つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。
そ
こ
で
当
時
臨
時
聨
合
艦
隊
司
令
部
付
で
あ
っ
た
市
来
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崎
秀
丸
が
書
き
残
し
た
「
大
東
亜
戦
争
中
の
日
記
抜
粋
及
び
解
説
」
か
ら
二
六
日

の
日
記
を
参
照
し
た
い
。

「
一
Ｙ
Ｂ
〔
遊
撃
部
隊
〕
は
帰
途
再
び
空
襲
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
が
一
応

危
地
を
脱
出
す
る
。
暫
ら
く
動
静
不
明
で
あ
っ
た
一
Ｋ
Ｄ
Ｆ
〔
機
動
艦
隊
〕
は

矢
張
り
米
Ｋ
ｄ
Ｂ
〔
機
動
部
隊
〕
の
空
襲
に
よ
り
空
母
四
隻
そ
の
他
を
失
う
。

結
局
水
上
作
戦
は
惨
澹
た
る
失
敗
に
終
っ
た
形
だ
。
敵
Ｋ
ｄ
Ｂ
は
果
し
て
何
群

存
在
す
る
の
か
、
台
湾
沖
航
空
戦
の
戦
果
に
鑑
み
ま
こ
と
に
不
可
解
だ
（
２１
）。」

レ
イ
テ
沖
海
戦
に
参
加
し
た
日
本
の
機
動
部
隊
は
小
澤
治
三
郎
率
い
る
部
隊
し

か
存
在
し
な
い
為
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
暫
ら
く
動
静
不
明
で
あ
っ
た
一

Ｋ
Ｄ
Ｆ
」
が
小
澤
部
隊
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
台
湾
沖

航
空
戦
の
戦
果
に
は
疑
問
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
市
来
崎
で
は
あ
っ

た
が
、
四
空
母
沈
没
の
報
は
二
六
日
に
は
得
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
で
は

市
来
崎
は
ど
こ
か
ら
情
報
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
、

当
時
、
市
来
崎
が
い
た
場
所
を
探
っ
て
み
た
い
。
日
記
の
一
〇
月
二
〇
日
項
に
は

「
豊
田
長
官
一
行
二
十
日
振
り
に
台
湾
か
ら
帰
還
、
通
信
施
設
の
完
備
せ
ぬ
場
所

で
指
揮
す
る
こ
と
は
不
可
な
る
こ
と
を
つ
く
づ
く
悟
ら
れ
た
様
子
だ
。」
と
い
う

記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
市
来
崎
が
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
豊
田
副
武
と

会
っ
た
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
豊
田
の
話
を
聞
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

奏
上
書
に
「
聨
合
艦
隊
司
令
長
官
は
本
日
〔
二
〇
日
〕
第
一
作
戦
指
令
所
に
帰

着
（
２２
）」
と
あ
り
、
豊
田
の
回
想
に
よ
れ
ば
「
台
湾
に
お
け
る
航
空
艦
隊
の
司
令
部
で

は
通
信
謀
報
〔
諜
報
〕
機
関
が
不
十
分
で
、
敵
側
は
も
ち
ろ
ん
、
味
方
の
方
の
こ

と
に
つ
い
て
も
、
よ
く
は
作
戦
全
般
の
状
況
が
分
ら
な
（
２３
）」
か
っ
た
と
あ
る
の
で
、

二
〇
日
に
豊
田
が
帰
っ
た
場
所
は
日
吉
で
あ
り
、
内
容
も
市
来
崎
が
日
記
に
記
し

た
も
の
と
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
市
来
崎
は
二
〇
日
に
豊
田
の
話
を
日
吉
で

聞
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
市
来
崎
が
二
六
日
当
時
い
た
場
所
も
日
吉
の
聯

合
艦
隊
司
令
部
で
あ
っ
た
と
推
定
出
来
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
暫
ら
く
動
静
不

明
で
あ
っ
た
一
Ｋ
Ｄ
Ｆ
〔
機
動
艦
隊
〕
は
矢
張
り
米
Ｋ
ｄ
Ｂ
〔
機
動
部
隊
〕
の
空

襲
に
よ
り
空
母
四
隻
そ
の
他
を
失
う
。」
と
い
う
情
報
は
日
吉
の
聯
合
艦
隊
司
令

部
で
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
二
五
日
、
遅
く
と
も
二
六
日
に
は
日
吉
の
聨
合
艦
隊
司
令
部

の
も
と
に
四
空
母
沈
没
の
情
報
が
伝
達
さ
れ
、
豊
田
ま
で
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
確
実
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
先
に
述
べ
た
様
に
、
軍
令
部
に
四
空
母
沈
没
の
報
が

入
っ
た
の
は
二
七
日
の
正
午
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
聨
合
艦
隊
司
令
部
は
一
日

以
上
に
渡
り
情
報
を
軍
令
部
に
伝
達
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

�
小
括

レ
イ
テ
沖
海
戦
に
お
い
て
も
、
艦
艇
の
被
害
情
報
は
迅
速
か
つ
相
当
程
度
正
確

に
軍
令
部
に
上
達
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
四
空
母
沈
没
に
関
し
て
の
み
、

聨
合
艦
隊
総
司
令
部
は
一
日
以
上
に
渡
り
軍
令
部
に
上
達
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
両
海
戦
の
比
較

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
お
い
て
は
、
軍
令
部
は
被
害
を
受
け
た
全
艦
に
関
す
る

情
報
を
適
宜
得
て
い
た
。
一
方
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
に
お
い
て
は
、
艦
艇
に
関
す
る

沈
没
、
航
行
不
能
、
落
伍
に
つ
い
て
は
、
小
澤
部
隊
所
属
の
艦
船
も
含
め
て
そ
の

多
く
が
、
当
日
、
あ
る
い
は
翌
日
に
は
軍
令
部
が
情
報
を
入
手
し
て
い
る
の
に
対

し
、
二
五
日
に
沈
没
し
た
空
母
四
隻
に
関
し
て
だ
け
は
二
七
日
に
な
っ
て
漸
く
軍

令
部
に
情
報
が
届
け
ら
れ
た
。
二
五
日
、
遅
く
と
も
二
六
日
に
は
日
吉
の
聨
合
艦

隊
司
令
部
の
も
と
に
四
空
母
沈
没
の
情
報
が
伝
達
さ
れ
、
豊
田
聯
合
艦
隊
司
令
長

官
ま
で
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
聨
合
艦
隊
司
令
部
は

一
日
以
上
に
渡
り
四
空
母
沈
没
情
報
を
軍
令
部
に
伝
達
し
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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し
か
し
、
こ
こ
で
は
正
確
な
被
害
情
報
が
早
い
段
階
で
軍
令
部
に
集
約
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
重
視
し
た
い
。

�
�
陸
軍
の
情
報
入
手

海
戦
に
お
け
る
艦
艇
の
被
害
状
況
は
、
両
海
戦
共
に
迅
速
か
つ
正
確
に
現
地
か

ら
軍
令
部
へ
と
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
但
し
、
レ
イ
テ
沖
海
戦

に
お
け
る
四
空
母
沈
没
に
関
し
て
は
、
聨
合
艦
隊
司
令
部
か
ら
軍
令
部
へ
の
連
絡

が
遅
れ
、
沈
没
二
日
後
の
二
七
日
に
な
り
軍
令
部
に
連
絡
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
海
軍
か
ら
陸
軍
へ
の
情
報
伝
達
、
及
び
陸
軍
の
情
報
統
制
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

（
１
）
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

�
参
謀
本
部
作
戦
課

ま
ず
、
も
っ
と
も
早
い
海
軍
か
ら
の
情
報
伝
達
と
し
て
参
謀
本
部
作
戦
課
の

ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
（
以
下
表
１
を
適
宜
参
照
の
こ
と
）。
四
空
母
が
沈
没
し

た
六
月
六
日
当
日
、
軍
令
部
は
「
午
後
参
本
作
戦
課
長
〔
服
部
卓
四
郎
〕
外
部
員

の
来
部
を
求
め
戦
況
に
関
し
説
明
を
行
（
２４
）
」
っ
た
。
作
戦
課
長
に
随
行
し
た
井
本
熊

男
中
佐
は
、
そ
の
日
の
日
誌
に
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
た
。

「
六
日
の
正
午
前
、
軍
令
部
作
戦
課
か
ら
参
謀
本
部
作
戦
課
長
以
下
作
戦
参

謀
の
来
部
を
求
め
ら
れ
直
ち
に
赴
い
た
。
作
戦
室
に
入
る
と
富
岡
〔
定
俊
〕
作

戦
課
長
以
下
沈
痛
な
面
持
ち
で
集
っ
て
い
る
。
山
本
中
佐
か
ら
昨
日
来
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
の
戦
況
を
説
明
し
、
わ
が
機
動
部
隊
の
精
鋭
空
母
、
赤
城
、
加
賀
、

蒼
竜
、
飛
竜
の
四
隻
全
部
沈
没
し
、
ベ
テ
ラ
ン
の
搭
乗
員
ほ
と
ん
ど
全
部
を

喪
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
聯
合
艦
隊
は
戦
場
を
離
脱
し
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

西
方
約
一
千
カ
イ
リ
に
集
結
中
と
い
う
の
で
あ
る
。
予
想
以
上
の
大
敗
に
驚
愕

し
た
（
２５
）
。」

つ
ま
り
、
作
戦
課
長
ら
は
軍
令
部
に
招
か
れ
た
上
で
四
空
母
の
沈
没
を
知
ら
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

�
参
謀
本
部
第
一
部
長
へ
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
敗
戦
第
一
報

作
戦
課
長
ら
が
軍
令
部
に
て
伝
え
ら
れ
た
情
報
は
、
六
日
中
に
参
謀
本
部
第
一

部
長
田
中
新
一
中
将
へ
上
げ
ら
れ
た
。
田
中
の
回
想
に
は
「
六
月
六
日

ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
敗
戦
の
第
一
報
来
る
（
２６
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
田
中
は
日
誌
の
六
日
項

に

「
１
）
Ａ
〔
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
〕
方
面
の
拾
収
を
如
何
に
す
る
や

２
）
Ｍ
〔
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
〕
方
面
の
拾
収
を
如
何
に
す
る
や

３
）
Ｆ
Ｓ
〔
フ
ィ
ジ
ー
、
サ
モ
ア
〕
拾
収

４
）
布
哇
〔
ハ
ワ
イ
〕
断
念
、
潜
水
艦
基
地
の
破
壊
断
念

拠
て
個
々
の
護
衛
に
一
層
力
を
注
か
し
む
る
事
（
２７
）
」

と
記
し
た
。
い
ず
れ
も
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
敗
戦
を
受
け
て
の
事
後
処
理
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

�
軍
令
部
の
通
報

翌
七
日
に
は
軍
令
部
か
ら
陸
軍
中
枢
に
対
し
て
以
下
の
通
報
が
な
さ
れ
た
。

「
日
本
空
母
の
最
精
鋭
、
赤
城
、
加
賀
、
蒼
龍
、
飛
龍
の
四
隻
が
、
ア
メ
リ

カ
太
平
洋
艦
隊
艦
載
機
の
攻
撃
を
受
け
、
何
れ
も
撃
沈
の
悲
運
に
あ
っ
た
。
連

合
艦
隊
の
母
艦
艦
載
機
で
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
の
米
国
基
地
を
強
襲
し
、
米
基
地

空
軍
と
戦
斗
を
展
開
し
た
が
、
遂
に
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
基
地
を
破
壊
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
基
地
攻
撃
の
た
め
離
艦
し
た
わ
が
艦
載
機
は
、
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帰
る
べ
き
母
艦
を
失
い
、
あ
る
も
の
海
上
に
漂
着
す
る
。
わ
が
艦
艇
は
こ
れ
を

救
助
し
つ
つ
あ
る
が
、
一
般
の
情
勢
は
破
局
的
な
悲
劇
で
あ
る
。
重
巡
最
上
は

敵
基
地
に
向
い
勇
敢
に
砲
撃
を
行
っ
た
が
、
遂
に
大
破
を
蒙
り
、
速
度
を
落
し

て
反
転
退
却
中
で
あ
る
（
２８
）
。」

こ
れ
に
よ
れ
ば
軍
令
部
は
陸
軍
に
対
し
、
六
月
七
日
、
四
空
母
喪
失
及
び
巡
洋

艦
一
隻
大
破
を
伝
え
て
い
る
。
巡
洋
艦
・
三
隅
の
沈
没
は
同
七
日
の
総
員
退
去
後

の
誰
も
見
と
ど
け
て
い
な
い
状
況
下
の
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
巡

洋
艦
一
隻
大
破
と
い
う
内
容
は
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
情
報
が

揃
っ
た
後
の
六
月
一
二
日
の
陸
海
軍
両
統
帥
部
長
会
議
で
は
、
軍
令
部
は
陸
軍
に

対
し「

損
害
は
如
何

航
母
四

人
に
２４
（
５
）
００

飛
も
４００

巡
二
隻
攻
撃
。

一
は
全
然
連
絡
な
し

（
三
隅
、
最
上
）

最
上
１２
浬
に
減
速
（
２９
）

」

と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
「
航
母
四
」
に
つ
い
て
、
田
中
は
日
誌
の
六
月
五
日
項
の

最
後
の
余
白
に
「
赤
城
、
加
賀
、
蒼
龍
、
飛
龍

�
〔
沈
没
（
３０
）〕」
と
大
書
し
て
い

る
。
こ
の
記
載
が
六
日
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
敗
戦
の
第
一
報
時
に
書
か
れ
た
の
か
、

こ
の
七
日
に
書
か
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
敗
戦
後
早
い
段
階
で
田
中
に
四
空
母
沈
没
の
報
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
尚
、
七
日
に
は
残
存
空
母
に
つ
い
て
も
軍
令
部
よ
り
「
正
式

瑞
鶴

翔
鶴

鳳
翔

龍
城
〔
龍
驤
〕
特
設

隼
鷹

外
一
隻

今
年
中
別
に

二
隻
（
３１
）」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作
戦
で
は
、「「
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
」
島
を
攻
略
し
敵
機
動
部

隊
の
基
地
を
奪
取
す
る
（
３２
）」
た
め
、
陸
軍
兵
力
と
し
て
一
木
支
隊
が
参
加
し
て
い
た

が
、
六
日
夜
半
、
軍
令
部
よ
り
聨
合
艦
隊
は
引
き
揚
げ
る
が
「
一
木
支
隊
は
何
れ

に
回
航
さ
せ
る
か
」
と
意
見
を
求
め
ら
れ
、
参
謀
本
部
で
の
検
討
の
結
果
、「
先

つ
瓦
無
〔
グ
ア
ム
〕
島
に
招
致
」
さ
れ
る
こ
と
で
妥
結
し
た
（
３３
）

。
こ
の
主
眼
は
確
か

に
「
防
諜
等
の
為
（
３４
）」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
結
果
と
し
て
一
木
支
隊
を
後
方
に
待

機
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
海
軍
が
陸
軍
に
対
し
適
切
な
情

報
伝
達
及
び
事
後
処
理
を
示
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

�
陸
軍
中
枢
の
状
況
判
断

一
方
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
被
害
報
告
を
受
け
た
陸
軍
中
枢
の
状
況
判
断
は

如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
田
中
新
一
の
日
誌
を
参
照
し
た
い
。

日
誌
七
日
項
に
は
「
思
い
も
よ
ら
ぬ
大
敗
北
、
太
平
洋
の
覇
業
潰
え
た
り
」
と
記

さ
れ
、
さ
ら
に
杉
山
元
参
謀
総
長
の
「
永
野
〔
軍
令
部
総
長
〕
の
二
年
間
の
保
障

は
破
れ
た
、
別
に
方
面
を
か
え
な
け
れ
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
を
引
き
、
戦
局

の
前
途
や
軍
令
部
の
心
境
を
思
い
「
暗
然
た
り
」
と
そ
の
と
き
の
雰
囲
気
が
書
き

記
さ
れ
て
い
る
（
３５
）
。
即
ち
、
こ
の
海
戦
が
日
本
側
の
大
敗
で
あ
っ
た
こ
と
を
陸
軍
中

枢
は
明
確
に
理
解
し
て
い
る
。

さ
ら
に
軍
令
部
は
陸
軍
中
枢
に
対
し
、
六
月
九
日
に
「
海
軍
作
戦
が
今
や
重
大

危
局
に
陥
り
つ
つ
あ
る
（
３６
）
」、
一
一
日
に
は
「
残
存
空
母
二
に
て
は
守
勢
の
外
な

い
（
３７
）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
残
存
空
母
二
」
と
は
前
月
の
珊
瑚
海
海
戦
で
損
害

を
受
け
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
五
航
戦
の
瑞
鶴
、
翔
鶴
と
い

う
二
隻
の
攻
撃
用
空
母
を
あ
ら
わ
す
と
見
ら
れ
る
。
翌
一
二
日
の
陸
海
軍
両
統
帥

部
長
会
議
に
お
い
て
も
「
航
母
の
残
り
は
大
し
た
も
の
に
非
す
（
３８
）
」
と
再
度
、
陸
軍

中
枢
に
対
し
空
母
四
隻
沈
没
が
も
た
ら
し
た
影
響
を
説
明
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
海
軍
が
陸
軍
に
対
し
四
空
母
が
沈
没
し
た
翌
七
日
に
四
空
母
が
沈
没
、

さ
ら
に
巡
洋
艦
二
隻
が
大
破
、
内
一
隻
が
後
に
沈
没
し
た
こ
と
を
伝
え
、
そ
れ
が

も
た
ら
し
た
影
響
ま
で
も
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

�
陸
軍
の
情
報
統
制
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一
方
、
情
報
統
制
に
関
し
て
は
、
海
軍
（
３９
）
だ
け
で
な
く
、「
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
真

相
は
、
陸
軍
に
お
い
て
は
参
謀
本
部
の
作
戦
課
と
各
部
長
、
次
長
〔
田
辺
盛
武
〕、

総
長
〔
杉
山
元
〕、
陸
軍
省
は
軍
務
局
長
〔
佐
藤
賢
了
（
４０
）〕、
次
官
〔
木
村
兵
太
郎
〕、

大
臣
〔
東
條
英
機
〕
以
外
に
は
厳
秘
と
さ
れ
た
（
４１
）」
と
さ
れ
る
様
に
、
陸
軍
で
も
行

わ
れ
て
い
た
。
軍
務
課
長
眞
田
穣
一
郎
の
日
記
に
も
「
発
表
に
注
意

患
を
無
く

す
る
こ
と

禍
を
転
じ
て
福
と
す
る
こ
と

防
諜
の
こ
と
（
４２
）
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
前
陸
軍
大
臣
で
当
時
支
那
派
遣
軍
総
司
令
官
で
あ
っ
た
畑
俊
六
大
将
の

も
と
に
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作
戦
の
結
果
が
齎
さ
れ
る
の
は
海
戦
の
一
月
以
上
後
の
七

月
八
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
日
の
日
誌
に
は

「
先
般
の
ミ
ド
ウ
エ
ー
進
攻
作
戦
は
米
の
主
力
艦
隊
を
誘
出
す
為
実
行
し
た

る
も
の
な
る
も
、
彼
の
主
力
艦
は
出
で
来
ら
ず
却
て
我
主
力
艦
及
航
空
母
艦
が

空
陸
よ
り
す
る
敵
航
空
兵
力
の
目
標
と
な
り
、
遂
に
有
力
な
る
我
航
空
母
艦
二

隻
を
失
ひ
た
る
の
み
な
ら
ず
、
主
力
艦
に
も
若
干
の
損
傷
あ
り
た
る
如
く
（
４３
）
」

と
記
さ
れ
、
大
本
営
発
表
（
４４
）
通
り
空
母
喪
失
は
二
隻
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
国
に

派
遣
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
前
陸
相
に
さ
え
真
相
を
伝
え
て
い
な
い
こ
と
は
、
海

軍
の
敗
退
と
は
い
え
陸
軍
側
で
も
厳
重
に
情
報
統
制
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
陸
軍
軍
人
に
は
正
確
な
情
報
が
伝
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
そ
の
理
由
を
海
軍
が
陸
軍
に
情
報
を
伝
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
憶
測

し
た
と
見
ら
れ
る
。

�
小
括

軍
令
部
は
被
害
情
報
に
関
し
ほ
ぼ
即
時
に
情
報
を
入
手
し
て
お
り
、
四
空
母
が

沈
没
し
た
翌
日
の
七
日
に
は
参
謀
本
部
に
公
式
に
四
空
母
沈
没
を
伝
え
た
。
情
報

を
受
け
た
陸
軍
中
枢
は
、「
太
平
洋
の
覇
業
潰
え
た
り
」、「
永
野
〔
軍
令
部
総

長
〕
の
二
年
間
の
保
障
は
破
れ
た
」
と
状
況
を
的
確
に
認
識
し
た
。
さ
ら
に
海
軍

は
、
空
母
四
隻
の
沈
没
が
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
も
陸
軍
に
説
明
し
て
い
る
。

他
方
、
被
害
の
実
態
に
関
し
て
は
、
海
軍
の
み
な
ら
ず
陸
軍
に
お
い
て
も
厳
に

隠
蔽
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
陸
軍
軍
人
が
正
確
な
情
報
入
手
を
す
る
こ
と
が

出
来
ず
、
海
軍
が
陸
軍
に
情
報
を
伝
え
な
か
っ
た
と
い
う
憶
測
が
流
布
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。（

２
）
レ
イ
テ
沖
海
戦

�
海
軍
か
ら
の
被
害
情
報
の
連
絡

『
戦
史
叢
書
』
で
は
、
海
軍
の
被
害
が
ど
の
程
度
陸
軍
に
伝
達
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
、
参
謀
本
部
第
一
部
長
で
あ
っ
た
眞
田
穣

一
郎
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
被
害
に
関
し
て
は
相
当
正
確
か
つ
迅
速
に
伝
え
ら
れ
て

い
た
様
で
あ
る
。「
眞
田
穣
一
郎
少
将
日
記
（
４５
）
」
の
内
容
は
表
２
の
通
り
で
あ
る
。

確
か
に
メ
モ
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
が
故
か
、
不
完
全
な
点
や
前
後
の
内
容
に
整

合
性
が
取
れ
な
い
点
等
が
処
々
指
摘
出
来
る
が
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
ほ
ぼ
正

確
で
あ
り
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
差
も
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、

聨
合
艦
隊
司
令
部
が
軍
令
部
に
伝
え
る
の
を
躊
躇
し
た
四
空
母
沈
没
に
関
し
て
も
、

軍
令
部
が
情
報
を
入
手
し
た
と
さ
れ
る
二
七
日
当
日
に
陸
軍
に
情
報
伝
達
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
海
軍
か
ら
陸
軍
へ
の
情
報
伝

達
は
迅
速
か
つ
ほ
ぼ
正
確
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

�
海
軍
か
ら
の
敵
残
存
艦
艇
の
連
絡

レ
イ
テ
沖
海
戦
に
つ
い
て
は
、
海
軍
か
ら
陸
軍
へ
敵
残
存
艦
艇
に
関
す
る
情
報

提
供
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
二
七
日
に
は
海
軍
か
ら
、
敵
残
存
艦

艇
と
し
て

「
正
Ａ
〔
正
規
空
母
〕
×
３
、
Ｃ
改
〔
巡
洋
艦
改
装
空
母
〕
×
３
程
度
か
殆
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ん
ど
無
傷
に
て
残
り
、
ａ
Ａ
〔
特
設
空
母
〕
×
１０
程
度
在
る
へ
し
（
中
略
）
Ｆ

〔
敵
〕
の
Ｂ
〔
戦
艦
〕
は
×
１０
内
外
未
た
あ
る
（
４６
）
」

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
数
字
は
、
軍
令
部
で
検
討
さ
れ
た
敵

残
存
艦
艇
「
敵
残
存
兵

正
Ａ
×
３

Ｃ
Ａ
×
３

ａ
Ａ
×
１０
以
上

Ｂ
×
１０
内

外
（
４７
）」
と
内
容
的
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
敵
残
存
艦
艇
に
関
し
て
も
、
軍
令

部
は
推
計
し
た
数
字
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
陸
軍
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ

ら
に
、
戦
果
に
関
し
て
も
、
軍
令
部
は
陸
軍
に
対
し
二
六
日
、

「
撃
沈

正
Ａ
×
１

ａ
Ａ
×
３
〜
４

Ｂ
×
１

甲
Ｃ
〔
一
等
巡
洋
艦
〕
×
２

乙
Ｃ
〔
二
等
巡
洋
艦
〕
×
１

ｄ

×
１

大
破

正
Ａ
（
大
）
×
１

Ｃ
改
Ａ
×
１

中
破

大
Ａ
×
２

ワ
ス
プ
×
１

Ａ
ら
し
き
×
１

Ｃ
×
１

小
破

ａ
Ａ
×
３
〜
４

Ｂ
×
２

計

撃
沈
破

２１
（
４８
）」

と
大
本
営
発
表
と
比
べ
て
相
当
少
な
め
に
評
価
し
た
数
字
を
通
達
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
数
字
は
軍
令
部
で
戦
果
検
討
さ
れ
た
後
の
数
字
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
従
っ
て
、
二
七
日
に
は
大
本
営
発
表
の
み
な
ら
ず
、
空
母
四
隻
沈
没
を
含
む

ほ
ぼ
全
て
の
艦
船
の
被
害
情
報
、
敵
残
存
艦
艇
に
関
す
る
情
報
、
大
本
営
発
表
よ

り
も
相
当
少
な
め
に
評
価
し
た
戦
果
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

�
陸
軍
中
枢
の
状
況
判
断

�
、
�
で
述
べ
た
よ
う
に
、
相
当
正
確
な
情
報
を
得
て
い
た
陸
軍
中
枢
の
レ
イ

テ
沖
海
戦
に
対
す
る
評
価
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
一
〇
月
二
七
日
に

お
け
る
評
価
は
、

「
総
合
的
に
は
結
構
で
あ
っ
た
と
思
ふ
」、「
も
う
一
息
だ
よ
（
４９
）

」

と
い
う
も
の
で
、
敗
戦
と
い
う
意
識
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
陸
軍
中

枢
は
海
軍
か
ら
レ
イ
テ
沖
海
戦
に
関
し
て
ほ
ぼ
正
確
な
被
害
報
告
及
び
敵
残
存
艦

艇
に
関
す
る
報
告
を
受
け
て
い
た
が
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
の
評
価
と
決
戦
の
見
通
し

を
全
く
誤
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

�
陸
軍
の
情
報
統
制

戦
勝
気
分
の
下
、
陸
軍
は
二
七
日
「
レ
イ
テ
地
上
決
戦
へ
」
の
転
換
を
指
導
、

発
電
し
た
（
５０
）
。
現
地
の
軍
に
示
し
た
判
断
を
最
も
端
的
に
示
す
の
が
、
二
七
日
二
二

二
五
に
参
謀
本
部
第
二
課
長
服
部
卓
四
郎
が
発
し
た
電
報
中
の
一
文
で
あ
る
。

「
敵
機
動
部
隊
か
殆
ん
ど
潰
滅
的
打
撃
を
受
け
た
る
こ
と
疑
な
く
、
目
下
に

於
け
る
戦
勢
は
大
局
よ
り
見
て
我
に
有
利
に
し
て
、
現
況
は
寸
毫
の
疑
念
な
く

全
戦
力
を
決
勝
点
に
集
中
す
へ
き
戦
機
な
り
と
考
へ
あ
り
（
５１
）
」

つ
ま
り
、
陸
軍
中
枢
は
海
軍
か
ら
敵
残
存
空
母
数
に
関
す
る
情
報
を
得
て
い
な

が
ら
現
地
に
は
伝
え
な
か
っ
た
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
後
と
同
様
に
レ
イ
テ
沖
海

戦
後
に
も
陸
軍
中
枢
に
よ
る
情
報
統
制
が
な
さ
れ
、
決
戦
を
決
行
す
る
方
面
軍
に

す
ら
真
相
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
二
七
日
、
戦
勝
気
分

下
に
第
十
四
方
面
軍
は
レ
イ
テ
地
上
決
戦
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

�
小
括

レ
イ
テ
沖
海
戦
後
、
海
軍
は
陸
軍
中
枢
に
対
し
、
大
本
営
発
表
と
は
別
に
、
空

母
四
隻
沈
没
を
含
む
ほ
ぼ
全
て
の
艦
船
の
被
害
情
報
、
敵
残
存
艦
艇
に
関
す
る
情

報
、
並
び
に
大
本
営
発
表
よ
り
も
相
当
少
な
め
に
評
価
し
た
戦
果
を
伝
え
て
い
る
。

し
か
し
、
陸
軍
中
枢
は
、
実
際
に
決
戦
を
行
な
う
方
面
軍
に
さ
え
真
相
を
伝
え
ず
、

「
敵
機
動
部
隊
か
殆
ん
ど
潰
滅
的
打
撃
を
受
け
た
る
こ
と
疑
な
く
、
目
下
に
於
け

る
戦
勢
は
大
局
よ
り
見
て
我
に
有
利
」
と
の
状
況
判
断
を
伝
え
た
。
そ
の
た
め
方
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面
軍
は
、
二
七
日
レ
イ
テ
地
上
決
戦
が
指
導
、
発
電
を
受
け
、
戦
勝
気
分
下
に
レ

イ
テ
地
上
決
戦
に
突
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
３
）
両
海
戦
の
比
較

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
・
レ
イ
テ
沖
両
海
戦
に
お
い
て
、
軍
令
部
か
ら
陸
軍
へ
の
被
害

情
報
伝
達
は
相
当
程
度
迅
速
且
つ
正
確
に
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
、「
陸
軍
に

は
海
軍
の
情
報
が
入
ら
ず
、
海
軍
に
は
陸
軍
の
情
報
が
入
ら
な
い
の
が
実
情
で

あ
っ
た
」（
野
村
実
氏
）
な
ど
の
従
来
の
説
は
誤
り
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
何
故
、「
殊
に
陸
海
軍
間
の
相
互
不
連
絡
が
比
島
決
戦
作
戦
方
針
の

大
変
更
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
、
レ
イ
テ
島
決
戦
失
敗
の
主
要
な
原
因
と
な
っ
た
」

（
有
末
精
三
）、「
海
軍
が
（
中
略
）
敵
空
母
は
全
滅
せ
り
と
通
報
し
て
陸
軍
の
作

戦
を
誤
ま
ら
せ
、
比
島
決
戦
を
惨
敗
に
終
ら
せ
た
」（
高
山
信
武
）
等
の
経
験
談

が
陸
軍
出
身
者
を
中
心
に
広
ま
っ
た
（
５２
）
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
理
由
は
、
海
軍
の
み

な
ら
ず
陸
軍
で
も
海
戦
の
結
果
は
厳
に
秘
匿
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

陸
軍
の
情
報
統
制
に
よ
り
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
陸
軍
軍
人
は
、
自
身
の
所
属

す
る
陸
軍
で
は
な
く
、
海
軍
が
海
戦
の
真
相
を
隠
蔽
し
た
の
だ
と
誤
解
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

一
方
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
後
に
は
、「
永
野
の
二
年
間
の
保
障
は
破
れ
た
」

と
述
べ
た
杉
山
総
長
に
代
表
さ
れ
る
様
に
、
陸
軍
中
枢
は
敗
戦
の
意
味
を
適
切
に

把
握
し
て
い
る
の
に
対
し
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
後
に
は
海
軍
か
ら
情
報
が
入
っ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
総
合
的
に
は
結
構
で
あ
っ
た
と
思
ふ
」、「
も
う
一
息
だ

よ
」
と
い
う
様
に
陸
軍
中
枢
に
は
敗
戦
と
い
う
意
識
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

こ
の
こ
と
が
影
響
し
て
か
両
海
戦
後
の
陸
軍
の
対
応
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
後
に
は
一
木
支
隊
の
グ
ア
ム
退
避
を
妥
結
し
た
の

に
対
し
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
後
に
は
大
本
営
発
表
だ
け
で
な
く
、
空
母
四
隻
沈
没
を

含
む
ほ
ぼ
全
て
の
艦
船
の
被
害
情
報
、
敵
残
存
艦
艇
に
関
す
る
情
報
、
及
び
大
本

営
発
表
よ
り
も
相
当
少
な
め
に
評
価
し
た
戦
果
を
伝
え
ら
れ
た
一
〇
月
二
七
日
、

陸
軍
中
枢
は
海
軍
か
ら
の
情
報
を
現
地
に
伝
え
ず
、
逆
に
「
目
下
に
於
け
る
戦
勢

は
大
局
よ
り
見
て
我
に
有
利
」
と
し
、
レ
イ
テ
地
上
決
戦
を
指
導
、
発
電
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

�
�
お
わ
り
に

海
軍
の
被
害
情
報
の
陸
軍
へ
の
伝
達
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
、
通
説
と
は
異
な

り
、
ほ
ぼ
完
全
な
情
報
伝
達
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
「
陸

軍
に
は
海
軍
の
情
報
が
入
ら
ず
、
海
軍
に
は
陸
軍
の
情
報
が
入
ら
な
い
の
が
実
情

で
あ
っ
た
」
と
す
る
野
村
氏
の
説
は
明
確
に
否
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
台
湾
沖
航
空

戦
に
お
い
て
は
敵
残
存
空
母
数
が
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
に
お
い
て
は
、
上
記
の
被
害

情
報
や
大
本
営
発
表
の
み
な
ら
ず
、
大
本
営
発
表
よ
り
も
相
当
抑
え
た
戦
果
、
敵

残
存
艦
艇
に
関
す
る
情
報
を
も
合
わ
せ
て
伝
達
さ
れ
て
い
た
。
陸
軍
が
作
戦
を

誤
っ
た
理
由
は
海
軍
か
ら
の
情
報
伝
達
の
不
備
に
は
求
め
ら
れ
ず
、
陸
海
軍
間
の

連
絡
が
不
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
陸
軍
が
作
戦
を
誤
っ
た
と
い
う
陸
軍
出
身

者
の
経
験
談
も
明
確
に
否
定
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
何
故
、
海
軍
が
正
確
な
被
害
情
報
を
陸
軍
に
伝
達
し
な
か
っ
た
と
陸

軍
の
中
堅
将
校
ら
は
考
え
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
陸
軍
上
層
部
は
海
軍
か

ら
の
情
報
を
も
強
力
に
統
制
し
、
陸
軍
軍
人
に
正
確
な
情
報
提
供
を
行
わ
な
か
っ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り
、
陸
軍
軍
人
が
正
確
な
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

理
由
は
、
実
際
に
は
陸
軍
上
層
部
に
よ
る
情
報
統
制
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
海
軍
に
よ
る
情
報
統
制
の
結
果
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
陸
軍
は
海
軍
か
ら
正
確
な
被
害
情
報
を
伝
達
さ
れ
て
い
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た
が
、
こ
れ
を
作
戦
指
導
に
充
分
に
活
か
す
こ
と
は
無
か
っ
た
。

そ
の
一
方
、
陸
軍
上
層
部
は
こ
う
し
た
情
報
を
支
配
下
の
軍
人

た
ち
に
提
供
し
な
か
っ
た
た
め
、
陸
軍
軍
人
の
間
で
海
軍
が
陸

軍
に
情
報
を
伝
え
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
が
広
ま
り
、
誤
っ
た

通
説
が
流
布
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

註（
１
）

野
村
実
「
太
平
洋
戦
争
下
の
『
軍
部
独
裁
』」（
三
宅
正

樹
『
第
二
次
大
戦
と
軍
部
独
裁
』（
第
一
法
規
出
版
、
一

九
八
三
年
、
二
一
頁
））

（
２
）

戸
部
良
一
『
逆
説
の
軍
隊
』（
中
央
公
論
新
社
、
一
九

九
八
年
、
三
一
一
〜
三
一
二
頁
）

（
３
）

有
末
精
三
『
政
治
と
軍
事
と
人
事
』（
芙
蓉
書
房
、
一

九
八
二
年
、
三
一
五
頁
）

（
４
）

高
山
信
武
『
参
謀
本
部
作
戦
課
』（
芙
蓉
書
房
、
一
九

七
八
年
、
二
一
七
頁
）

（
５
）

井
上
成
美
「
海
軍
航
空
戦
備
の
現
状
」
昭
和
一
六
年
七

月
一
七
日
（
井
上
成
美
伝
記
刊
行
会
『
井
上
成
美
』（
井

上
成
美
伝
記
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
、
資
―
１３５
）
所
収
）

井
上
は
戦
後
に
も
「
過
去
を
顧
る
に
、
海
軍
が
陸
軍
に

追
随
せ
し
時
の
政
策
は
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
な
り
。
二
・

二
六
事
件
を
起
こ
す
陸
軍
と
仲
よ
く
す
る
は
、
強
盗
と
手

を
握
る
が
如
し
。」
と
述
べ
て
い
る
（
新
名
丈
夫
『
海
軍

戦
争
検
討
会
議
記
録
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
、

八
〇
頁
））。

表３ 陸海軍主要官職変遷表

昭和１９年１０月

レイテ沖海戦

小磯 國昭

重光 葵

杉山 元

柴山兼四郎

佐藤 賢了

赤松 貞雄

梅津美治郎

秦 彦三郎

眞田穣一郎

服部卓四郎

杉田 一次

米内 光政

井上 成美

多田 武雄

山本 善雄

及川古志郎

伊藤 整一

中澤 佑

山本 親雄

豊田 副武

＊執筆者作成

昭和１９年６月

マリアナ沖海戦

東條 英機

重光 葵

東條 英機

富永 恭次

佐藤 賢了

二宮 義晴

東條 英機

秦 彦三郎

後宮 淳

眞田穣一郎

服部卓四郎

杉田 一次

嶋田繁太郎

沢本 �雄
岡 敬純

山本 善雄

嶋田繁太郎

伊藤 整一

中澤 佑

山本 親雄

豊田 副武

昭和１７年６月

ミッドウェー海戦

東條 英機

東郷 茂徳

東條 英機

木村兵太郎

佐藤 賢了

眞田穣一郎

杉山 元

田辺 盛武

田中 新一

服部卓四郎

辻 政信

嶋田繁太郎

沢本 �雄
岡 敬純

高田 利種

永野 修身

伊藤 整一

福留 繁

富岡 定俊

山本五十六

総理大臣

外務大臣

陸軍大臣

陸軍次官

軍務局長

軍務課長

参謀総長

参謀次長

参謀次長

第一部（作戦）長

第二課（作戦）長

第二課作戦班長

海軍大臣

海軍次官

軍務局長

第一課長

軍令部総長

軍令部次長

第一部（作戦）長

第一課長

聨合艦隊司令長官

内
閣

陸
軍
省

参
謀
本
部

海
軍
省

軍
令
部

陸
軍
部

海
軍
部
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海軍次官 随 員

海軍政務次官

海軍大臣官房

軍 務 局

兵 備 局

人 事 局

教 育 局

軍 需 局

医 務 局

経 理 局

法 務 局

陸軍次官

陸軍政務次官

陸軍大臣官房

人 事 局

軍 務 局

兵 備 局

整 備 局

兵 器 局

経 理 局

医 務 局

法 務 局

軍令部次長

侍従武官府

軍事参議院元 帥 府

第１部（作戦）

部長直属

第２部（軍備）

兵站総監

第３部（情報）

海軍戦力補給部

海軍通信部

特務班（無線諜報）

副 官 部

海軍報道部

海軍戦備考査部

戦 史 部

大本営付属
海軍諜報機関

参 謀 次 長

第 20 班

研究班

総 務 部

第１部（作戦）

第２部（情報）

第３部（運輸通信）

第18班（無線諜報）

副 官 部

陸軍報道部

陸軍管理部

第 4部（戦史）

大本営付属
陸軍諜報機関

海軍大臣 軍令部総長 参謀総長

天 皇

陸軍大臣

海軍次官
海軍省主席副官
大臣秘書官
軍務局長
　第１課長
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※昭和19年5月20日設置

※

（
６
）

高
松
宮
宣
仁
親
王
『
高
松
宮
日
記
』
第
四
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
六

年
）

但
し
、
六
日
付
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
内
容
が
時
系
列
順
に
並
べ

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
七
日
や
八
日
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
海
戦
に
関
す
る
情
報
が
高
松
宮
に
入
る
度
に
逐
一
書
き
足
し
て
い
っ

た
、
あ
る
い
は
八
日
以
降
に
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
関
す
る
記
録
を
纏
め
て

記
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）

金
岡
知
二
郎
「
金
岡
知
二
郎
海
軍
少
将
日
記
抄
」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

�
―
日
誌
回
想
―
１４１
）
昭
和
一
七
年
六
月
六
日
項
に
は
「
四
隻
共
沈
み
た
る

も
の
ゝ
如
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

中
澤
佑
「
中
沢
軍
令
部
第
一
部
長
ノ
ー
ト

戦
況
第
六
」（
防
衛
研
究
所

所
蔵

�
―
日
誌
回
想
―
３７８
）

（
９
）

木
戸
幸
一
「
日
記
に
関
す
る
覚
書
」（
木
戸
日
記
研
究
会
『
木
戸
幸
一
関

係
文
書
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
、
一
二
八
頁
）
所
収
）

（
１０
）
「
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
三
日

戦
況
に
関
し

奏
上
」、「
昭
和
十
九
年

十
月
二
十
四
日

戦
況
に
関
し
御
説
明
資
料
」、「
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
五

日

戦
況
に
関
し

奏
上
」、「
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
六
日

戦
況
に
関
し

奏
上
」、「
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
七
日

戦
況
に
関
し
御
説
明
資
料
」、「
昭

和
十
九
年
十
月
二
十
八
日

戦
況
に
関
し

奏
上
」（「
奏
上
書

１
／
７

（
昭
和
十
九
年
十
月
）」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

�
―
奏
上
―
１
）
所
収
）

（
１１
）

上
奏
が
行
わ
れ
た
時
刻
に
関
し
て
は
「
及
川
史
料
統
合
」（『
及
川
古
志
郎

大
将
メ
モ
（
２
冊
）

附
及
川
史
料
統
合
』（
防
衛
研
究
所
所
蔵

�
―
日
誌

回
想
―
８８０
）
所
収
）
を
参
照
し
た
。
尚
、
月
は
い
ず
れ
も
一
〇
月
。

（
１２
）

山
田
朗
『
昭
和
天
皇
の
軍
事
思
想
と
戦
略
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、

三
〇
三
頁
）

（
１３
）

前
掲
『
昭
和
天
皇
の
軍
事
思
想
と
戦
略
』（
三
〇
三
頁
）

大本営組織図（昭和１６年１２月開戦時）

出典：軍事史学会『大本営陸軍部戦争指導班機密戦争日誌』下（錦織社、一九九八年、七七〇頁）
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（
１４
）

元
日
向
艦
長
海
軍
少
将
野
村
留
吉
「
比
島
沖
海
戦
中
の
日
誌
」（
防
衛
研

究
所
所
蔵

�
―
日
誌
回
想
―
８１３
）

（
１５
）

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書

大
本
営
海
軍
部
・
聨
合
艦
隊

〈
６
〉』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
、
五
二
五
、
五
三
一
頁
）

防
衛
庁
防

衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書

大
本
営
海
軍
部
・
聨
合
艦
隊
〈
７
〉』（
朝

雲
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
、
二
八
頁
）

（
１６
）

前
掲
「
比
島
沖
海
戦
中
の
日
誌
」

（
１７
）
「
機
密
第
二
五
〇
七
三
二
番
電
」（
前
掲
『
戦
史
叢
書

大
本
営
海
軍
部
・

聨
合
艦
隊
〈
６
〉』（
五
二
四
頁
）
所
収
）
に
は
「
機
動
部
隊
本
隊
敵
艦
上
機

の
接
触
を
受
け
つ
つ
あ
り
」
と
あ
る
。

（
１８
）

藤
田
菊
一
「
藤
田
菊
一
日
誌
」
第
八
巻
（
防
衛
研
究
所
所
蔵

�
―
日
誌

回
想
―
４９６
）
昭
和
一
九
年
一
〇
月
二
五
日

（
１９
）

小
島
清
文
「
栗
田
艦
隊
反
転
は
退
却
だ
っ
た
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
七
八

年
三
月
号
、
三
五
九
頁
）

（
２０
）

豊
田
副
武
「
豊
田
副
武
海
軍
大
将
日
誌
」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

�
―
日

誌
回
想
―
８１８
）
昭
和
一
九
年
一
〇
月
二
五
日

（
２１
）

市
来
崎
秀
丸
「
大
東
亜
戦
争
中
の
日
記
抜
粋
及
び
解
説
」
昭
和
一
九
年

一
〇
月
二
六
日
項

（
２２
）
「
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
日

戦
況
に
関
し

奏
上
」（
前
掲
「
奏
上
書

１
／
７
（
昭
和
十
九
年
十
月
）」
所
収
）

（
２３
）

前
掲
『
最
後
の
帝
国
海
軍
』（
一
三
九
頁
）

（
２４
）
「
軍
令
部
作
戦
日
誌
（
佐
薙
日
記
抜
粋
）」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

�
―
日

誌
回
想
―
２１１
）
昭
和
一
七
年
六
月
六
日

（
２５
）

井
本
熊
男
『
大
東
亜
戦
争
作
戦
日
誌
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
一
九
九
八
年
、

一
四
一
頁
）

（
２６
）

田
中
新
一
「
田
中
新
一
中
将
回
想
録

そ
の
二
」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

文
庫
―
依
託
―
２４
）

田
中
新
一
「
大
東
亜
戦
争
作
戦
記
録

其
六
」（
防
衛

研
究
所
所
蔵

文
庫
―
依
託
―
２６９
）

（
２７
）

田
中
新
一
「
参
謀
本
部
第
一
部
長
田
中
新
一
中
将
業
務
日
誌

七
分
冊
の

四
」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

中
央
―
作
戦
指
導
日
記
―
２８
）
昭
和
一
七
年
六

月
六
日

（
２８
）

前
掲
「
大
東
亜
戦
争
作
戦
記
録

其
六
」

（
２９
）

田
中
新
一
「
参
謀
本
部
第
一
部
長
田
中
新
一
中
将
業
務
日
誌

七
分
冊
の

五
」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

中
央
―
作
戦
指
導
日
記
―
２９
）
昭
和
一
七
年
六

月
一
二
日
項

（
３０
）

前
掲
「
参
謀
本
部
第
一
部
長
田
中
新
一
中
将
業
務
日
誌

七
分
冊
の
四
」

昭
和
一
七
年
六
月
五
日

（
３１
）

前
掲
「
参
謀
本
部
第
一
部
長
田
中
新
一
中
将
業
務
日
誌

七
分
冊
の
四
」

昭
和
一
七
年
六
月
七
日

（
３２
）

大
本
営
陸
軍
部
「
一
木
支
隊
作
戦
要
領
」
昭
和
一
七
年
五
月
五
日
（
前
掲

『
戦
史
叢
書

大
本
営
陸
軍
部
〈
４
〉』（
三
五
〜
三
六
頁
）
所
収
）

（
３３
）

井
本
熊
男
「
井
本
日
誌
」
昭
和
一
七
年
六
月
六
、
七
日
（
前
掲
『
戦
史
叢

書

大
本
営
陸
軍
部
〈
４
〉』（
二
三
一
、
二
三
二
頁
）
所
収
）、
前
掲
『
大

東
亜
戦
争
作
戦
日
誌
』（
一
四
一
頁
）

（
３４
）

前
掲
「
井
本
日
誌
」
昭
和
一
七
年
六
月
七
日
（『
戦
史
叢
書

大
本
営
陸

軍
部
〈
４
〉』（
二
三
二
頁
）
所
収
）

（
３５
）

前
掲
「
参
謀
本
部
第
一
部
長
田
中
新
一
中
将
業
務
日
誌

七
分
冊
の
四
」

昭
和
一
七
年
六
月
七
日

（
３６
）

前
掲
「
田
中
新
一
中
将
回
想
録

そ
の
二
」
昭
和
一
七
年
六
月
九
日

（
３７
）

前
掲
「
参
謀
本
部
第
一
部
長
田
中
新
一
中
将
業
務
日
誌

七
分
冊
の
五
」
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昭
和
一
七
年
六
月
一
一
日

（
３８
）

前
掲
「
参
謀
本
部
第
一
部
長
田
中
新
一
中
将
業
務
日
誌

七
分
冊
の
五
」

（
３９
）

海
軍
の
情
報
秘
匿
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
前
掲
『
戦
史
叢
書

ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
海
戦
』（
六
〇
二
〜
六
〇
三
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
４０
）

佐
藤
賢
了
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
直
後
（
佐
藤
は
六
月
五
日
に
四
空
母

沈
没
を
知
ら
さ
れ
た
と
回
想
し
て
い
る
が
、
四
空
母
全
て
が
沈
没
し
た
の
は

六
日
で
あ
る
た
め
、
こ
の
様
に
記
載
し
た
。）、
田
辺
参
謀
次
長
か
ら
「
精
鋭

の
航
空
母
艦
四
隻
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
た
上
、「
士
気
に
関

係
す
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
だ
れ
に
も
い
っ
て
く
れ
る
な
」
と
口
止
め
さ
れ

た
と
回
想
し
て
い
る
（
佐
藤
賢
了
『
大
東
亜
戦
争
回
顧
録
』（
徳
間
書
店
、

一
九
六
六
年
、
二
四
二
頁
））。

（
４１
）

前
掲
『
大
東
亜
戦
争
作
戦
日
誌
』（
一
四
二
頁
）

（
４２
）

眞
田
穣
一
郎
「
眞
田
穣
一
郎
少
将
日
記
」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

中
央
―

作
戦
指
導
日
記
―
５０
）

尚
、
戦
果
に
関
し
て
も
「
海
軍
の
戦
果

米
が
未

た
本
当
に
何
隻
た
っ
た
か
を
言
っ
て
ゐ
な
い

新
聞
で
発
表
の
通
り
と
す
る

こ
と
」
と
し
て
い
る
。

（
４３
）

畑
俊
六
「
畑
俊
六
元
帥
日
誌

第
六
巻
」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

中
央
―

作
戦
指
導
日
記
―
４０９
）
昭
和
一
七
年
七
月
八
日

（
４４
）

大
本
営
発
表
に
て
、
沈
没
を
秘
匿
す
る
か
否
か
の
基
準
は
、
前
掲
『
戦
史

叢
書

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
』（
六
〇
二
頁
）
で
は
「「
蒼
龍
、
加
賀
」
は
当

日
沈
没
し
た
が
、「
赤
城
、
飛
龍
」
は
敵
が
沈
没
を
確
認
し
て
い
な
い
と
思

わ
れ
た
た
め
か
」
と
推
定
し
て
い
る
。
史
料
調
査
の
結
果
、「
機
密
保
持
に

関
す
る
件
」（（
第
一
航
空
隊
飛
行
長
松
本
眞
実
中
佐
「
松
本
資
料

そ
の

２
」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

�
―
日
誌
回
想
―
５１３
）
所
収
））
と
題
さ
れ
る
史

料
が
見
つ
か
り
、「
二
、
右
〔
大
本
営
発
表
と
同
じ
〕
以
外
の
被
害
（
敵
と

鬲
離
せ
る
後
行
動
不
能
と
な
り
た
る
も
の
等
）
に
関
し
て
は
作
戦
上
支
障
な

し
と
認
め
ら
る
迄
一
切
公
表
せ
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
戦
史
叢
書
』
の

推
定
通
り
敵
か
ら
離
れ
る
以
前
に
沈
没
し
た
か
否
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

で
き
た
。

（
４５
）

眞
田
穣
一
郎
「
眞
田
穣
一
郎
少
将
日
記
」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

中
央
―

作
戦
指
導
日
記
―
８０
）

（
４６
）

前
掲
「
眞
田
穣
一
郎
少
将
日
記
」
昭
和
一
九
年
一
〇
月
二
六
日

（
４７
）

中
澤
佑
「
中
沢
軍
令
部
第
一
部
長
ノ
ー
ト

作
戦
参
考
第
六
」（
防
衛
研

究
所
所
蔵

�
―
日
誌
回
想
―
３８９
）
一
〇
月
二
六
日
定
例
会
報

（
４８
）

前
掲
「
眞
田
穣
一
郎
少
将
日
記
」
昭
和
一
九
年
一
〇
月
二
六
日

（
４９
）

前
掲
「
眞
田
穣
一
郎
少
将
日
記
」
昭
和
一
九
年
一
〇
月
二
七
日

（
５０
）

前
掲
『
戦
史
叢
書

捷
号
陸
軍
作
戦
〈
１
〉』（
三
〇
四
頁
）

（
５１
）
「
参
電
第
五
一
六
号
」
昭
和
一
九
年
一
〇
月
二
七
日
二
二
二
五
発
（「
昭
和

十
九
年

参
謀
本
部
発
電
綴

巻
二
」（
防
衛
研
究
所
所
蔵

中
央
―
作
戦

指
導
重
要
電
報
―
１１
）
所
収
）

（
５２
）

富
永
恭
次
は
「
海
軍
は
う
そ
八
百
を
云
う
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
（
富
永

恭
次
「
第
四
方
面
軍
司
令
官
口
述
書

比
島
航
空
作
戦
の
回
答
」（
防
衛
研

究
所
所
蔵

陸
空
―
日
誌
回
想
―
１０６７
））。

197


